
 

＜本件に関するお問い合わせ＞  

株式会社北陸銀行 金融サービス部 TEL：076－423－7502 

平成 28 年 12 月 26 日 

各 位 

株式会社北陸銀行 

 

敦賀セメント株式会社に対する 

「DBJ 環境格付」に基づくシンジケート・ローンの組成について 

 

 株式会社北陸銀行（頭取：庵 栄伸）と株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：

柳 正憲、以下「DBJ」という）は、敦賀セメント株式会社（本社：福井県敦賀市、代表

取締役社長：藤本 朋二、以下「当社」という）に対し、「DBJ 環境格付」に基づくシンジ

ケート・ローンを協働で組成しました。北陸銀行と DBJ は、当社に対しこれまでも独自の

環境経営評価に基づく融資の提供により、当社の環境配慮型経営の促進支援を行って参り

ましたが、「DBJ 環境格付」に基づくシンジケート・ローンによる協働での取り組みは、北

陸地域では初めての事例となります。 

  

「DBJ 環境格付」融資は、DBJ が開発したスクリーニングシステム（格付システム）に

より企業の環境経営度を評点化、優れた企業を選定し、得点に応じて融資条件を設定する

という世界で初めての融資メニューです。 

 

当社は、昭和 10 年創業のセメントメーカーとして「地球に優しく環境に調和した事業活

動を実践し、循環型社会の実現に貢献していく」との経営基本方針の実現に向けて、

ISO14001 の取得をはじめ、原燃料の代替品として他産業の廃棄物・副産物の活用拡大等を

通じ、社会全体の再資源化および省資源化推進等の本業一体型の環境経営に積極的に取り

組んでいます。当社の「DBJ 環境格付」の取得は、今回が 5 年連続 5 回目となります。 

 

今回の格付では、以下の点を、地域社会と共生しながら、事業活動に伴う社会的責任を

果たそうとする当社姿勢の顕れとして高く評価しました。 

 

(1) リサイクル原料の投入割合や燃料代替率を廃棄物・副産物使用量に関する数値目標と

して設け、廃プラスチックの燃料利用に向けたバーナーの導入などにより、セメント

原燃料として使用される廃棄物・副産物の利用率を着実に向上させている点 

(2) 温室効果ガス排出削減に向けた塩素バイパス能力増強投資やダイオキシンの発生抑

制に向けた製造工程改善などの地球温暖化防止策に取り組んでいる点 

 (3) 石灰石採掘後の鉱山の残壁緑化による地域の生態系保全活動や、OB モニター制度を

通じた地域住民との対話を継続している点 

 

 当行では、当社が環境経営を継続的に実践するため、環境評価融資の活用により、金融

面からサポート致します。 

以 上 

 

   


